
〔
商
法
四
四
六
〕
　
保
険
事
故
内
容
の
不
実
通
知
に
よ
る
保
険
者
の
免
責

判例研究

〔
判
示
事
項
〕

　
保
険
事
故
内
容
の
不
実
通
知
の
対
象
と
な
る
の
は
、
事
故
の
日
時
、

場
所
、
被
害
者
の
住
所
氏
名
、
事
故
の
状
況
な
ど
の
う
ち
、
保
険
会

社
の
保
険
金
の
支
払
義
務
の
有
無
、
範
囲
、
程
度
を
調
査
、
確
定
す

る
上
で
必
要
と
さ
れ
る
主
要
事
実
に
限
ら
れ
、
こ
れ
が
故
意
に
よ
り

記
載
さ
れ
た
と
い
う
た
め
に
は
、
通
知
人
が
真
実
と
異
な
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
た
と
い
う
に
止
ま
ら
ず
、
こ
れ
に
よ
り
、
保
険
会
社
が

事
故
原
因
の
調
査
、
損
害
て
ん
補
責
任
の
有
無
の
調
査
若
し
く
は
て

ん
補
額
を
確
定
す
る
に
つ
き
、
そ
の
妨
げ
と
な
る
こ
と
の
認
識
を
も

必
要
と
す
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　
商
法
六
五
八
条
、
自
家
用
自
動
車
保
険
普
通
保
険
約
款
一
五
条
W

（
羅
鰹
襲
響
雛
凋
振
髪
）

〔
事
　
実
〕

　
訴
外
A
は
、
平
成
九
年
三
月
三
〇
日
に
、
訴
外
B
の
運
転
す
る
車

に
追
突
し
、
B
の
車
は
C
所
有
の
建
物
等
に
衝
突
し
た
。
C
は
D

（
新
宮
農
業
協
同
組
合
）
と
の
間
で
建
物
更
生
共
済
契
約
を
締
結
し

て
い
た
た
め
に
、
平
成
九
年
一
〇
月
三
〇
日
に
共
済
金
こ
四
七
万
二

七
五
〇
円
を
受
け
取
り
、
そ
の
結
果
、
同
日
に
D
は
A
に
対
す
る
同

額
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
取
得
し
た
。
そ
の
後
D
は
E
（
和
歌
山
県

共
済
農
業
共
同
組
合
連
合
会
）
に
対
し
て
当
該
損
害
賠
償
請
求
権
の

権
利
移
転
を
行
っ
た
。

　
他
方
、
A
は
、
Y
保
険
会
社
と
の
間
で
自
動
車
保
険
契
約
を
締
結

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
事
故
当
日
、
警
察
官
に
対
し
、
C
所
有
の
建
物

等
に
衝
突
し
た
の
は
A
の
車
で
あ
る
と
の
虚
偽
の
交
通
事
故
の
報
告
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を
行
い
、
こ
れ
に
基
づ
き
Y
に
対
し
て
保
険
金
の
請
求
を
し
た
が
、

Y
の
調
査
か
ら
、
C
所
有
の
建
物
等
に
衝
突
し
た
の
は
B
の
車
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
Y
は
A
か
ら
の
保
険
金
請
求
に
は
応
じ

な
か
っ
た
。
捜
査
機
関
の
捜
査
の
結
果
、
本
件
事
故
は
前
述
の
通
り
、

A
の
運
転
す
る
車
が
B
車
に
衝
突
し
、
そ
う
し
て
B
の
車
が
C
所
有

の
建
物
に
衝
突
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
、
A
は
道
路
交
通
法
一

一
六
条
の
罪
で
送
致
さ
れ
、
有
罪
判
決
を
受
け
、
同
判
決
は
確
定
し

た
。　
E
は
、
A
を
被
告
と
し
て
和
歌
山
地
方
裁
判
所
に
対
し
て
求
償
金

請
求
訴
訟
を
提
起
し
、
同
裁
判
所
は
平
成
一
〇
年
九
月
一
七
日
に
二

五
一
万
〇
九
七
五
円
の
元
本
お
よ
び
こ
れ
に
対
す
る
平
成
九
年
三
月

三
〇
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
の
支
払
を

命
ず
る
判
決
を
し
た
。
E
は
X
（
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合

会
）
と
合
併
し
て
平
成
一
二
年
四
月
三
日
に
そ
の
旨
の
登
記
を
し
、

X
が
訴
訟
の
承
継
を
し
た
（
以
下
、
被
控
訴
人
は
X
と
表
記
す
る
）
。

X
は
、
自
ら
を
債
権
者
と
し
て
、
債
務
者
を
A
、
第
三
債
務
者
を
Y

と
す
る
債
権
差
押
命
令
に
基
づ
く
債
権
取
立
訴
訟
を
提
起
し
た
。

　
原
審
（
和
歌
山
地
裁
平
成
二
年
二
月
二
五
日
、
判
例
集
未
登

載
）
は
、
最
高
裁
昭
和
六
二
年
二
月
二
〇
日
（
民
集
四
一
巻
一
号
一

五
九
頁
）
判
決
と
同
様
の
解
釈
を
と
り
、
本
件
は
客
観
的
に
み
て
信

義
誠
実
の
原
則
に
違
反
す
る
行
為
と
み
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
に

よ
り
Y
に
お
い
て
損
害
が
発
生
し
た
場
合
で
は
な
い
か
ら
、
Y
は
免

責
さ
れ
な
い
と
判
示
し
た
。

　
Y
は
控
訴
し
た
が
、
そ
の
控
訴
理
由
と
し
て
は
、
お
お
む
ね
以
下

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
①
前
掲
昭
和
六
二
年
最
高
裁
判
決
の
前

提
に
立
っ
た
と
し
て
も
、
本
件
は
、
控
訴
人
に
対
し
事
故
発
生
の
事

情
の
調
査
、
損
害
て
ん
補
責
任
の
有
無
の
調
査
若
し
く
は
て
ん
補
額

の
確
定
を
妨
げ
る
目
的
等
保
険
契
約
に
お
け
る
信
義
誠
実
の
原
則
上

許
さ
れ
な
い
目
的
の
も
と
に
事
故
通
知
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
該
当

す
る
た
め
に
、
控
訴
人
は
損
害
の
て
ん
補
責
任
を
免
れ
る
は
ず
で
あ

る
、
②
本
契
約
の
約
款
一
五
条
四
項
は
、
「
保
険
契
約
者
又
は
被
保

険
者
が
前
条
三
号
（
事
故
内
容
の
通
知
）
…
…
の
書
類
に
故
意
に
不

実
の
記
載
を
し
…
…
た
場
合
に
は
、
当
会
社
は
保
険
金
を
支
払
い
ま

せ
ん
。
」
と
規
定
し
て
い
る
た
め
に
、
本
件
に
お
い
て
保
険
者
は
免

責
を
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
被
控
訴
人
X
は
、
当
該
保
険
約
款
の
存
在
は
認
め

た
上
で
、
お
お
む
ね
以
下
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
保
険

契
約
に
お
け
る
免
責
条
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
械
的
に
で
は
な

く
、
制
度
趣
旨
な
ど
に
照
ら
し
実
質
的
か
つ
厳
格
に
解
釈
さ
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
本
件
に
お
い
て
は
、
当
初
の
事
故
報
告
（
A
車
が
直
接

C
所
有
の
建
物
に
衝
突
し
た
旨
の
届
出
）
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
、
真

実
の
事
故
内
容
（
A
車
の
追
突
に
よ
り
B
車
が
押
し
出
さ
れ
、
C
所

110



判例研究

有
の
建
物
等
に
衝
突
し
た
）
で
報
告
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
A

に
損
害
賠
償
義
務
が
あ
る
こ
と
及
び
Y
に
保
険
契
約
に
基
づ
く
保
険

金
支
払
義
務
が
あ
る
こ
と
に
何
ら
異
同
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

〔
判
　
旨
〕

請
求
棄
却
、
附
帯
控
訴
棄
却

「
A
と
控
訴
人
と
の
間
の
自
動
車
保
険
の
保
険
約
款
の
一
般
条
項
一

四
条
に
は
、
「
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者
は
、
事
故
が
発
生
し
た

こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
次
の
こ
と
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
」
と
の
、
そ
の
第
二
号
に
は
「
事
故
発
生
の
日
時
、
場
所
及
び

事
故
の
概
要
を
直
ち
に
当
会
社
に
通
知
す
る
こ
と
」
と
の
定
め
が
あ

る
こ
と
、
同
一
五
条
一
項
に
は
、
「
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者
が
、

正
当
な
理
由
が
な
く
て
前
条
第
二
号
（
事
故
発
生
の
通
知
）
…
…
の

規
定
に
違
反
し
た
場
合
、
当
会
社
は
、
保
険
金
を
支
払
い
ま
せ
ん
。
」

と
の
規
定
が
、
同
一
五
条
四
項
に
は
「
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者

が
前
条
第
三
号
（
事
故
内
容
の
通
知
）
…
…
の
書
類
に
故
意
に
不
実

の
記
載
を
し
、
ま
た
は
そ
の
書
類
も
し
く
は
証
拠
を
偽
造
し
た
場
合

に
は
、
当
会
社
は
、
保
険
金
を
支
払
い
ま
せ
ん
。
」
と
の
規
定
が
あ

る
こ
と
は
当
事
者
間
に
争
い
が
な
く
、
A
が
事
故
発
生
後
、
A
車
が

直
接
C
所
有
の
建
物
に
衝
突
し
た
と
の
虚
偽
の
事
実
を
警
察
及
び
控

訴
人
に
通
知
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
基
づ
き
控
訴
人
に
対
し
保
険
金
を

請
求
し
た
事
実
も
当
事
者
間
に
争
い
が
な
い
。
」

「
本
件
で
は
、
事
故
通
知
の
記
載
は
、
事
故
受
付
プ
ル
ー
フ
（
乙
三

三
）
し
か
な
く
、
こ
れ
は
代
理
店
の
記
載
又
は
通
知
に
基
づ
き
控
訴

人
に
お
い
て
記
載
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
前
記
事
故
状
況
コ
メ

ン
ト
が
A
の
通
知
時
の
説
明
に
よ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
以
上
、
右

の
記
載
が
不
実
で
あ
る
か
否
か
を
検
討
す
れ
ば
足
り
る
。

　
も
っ
と
も
、
免
責
の
効
果
の
重
大
性
に
照
ら
し
、
通
知
書
類
の
記

載
又
は
通
知
内
容
の
う
ち
些
細
な
点
で
不
実
が
あ
っ
た
場
合
の
全
て

に
つ
き
保
険
会
社
が
免
責
さ
れ
る
と
す
る
こ
と
は
相
当
で
な
く
、
右

の
不
実
の
対
象
は
、
事
故
の
日
時
、
場
所
、
被
害
者
の
住
所
氏
名
、

事
故
の
状
況
な
ど
の
う
ち
、
保
険
会
社
の
保
険
金
の
支
払
義
務
の
有

無
、
範
囲
、
程
度
を
調
査
、
確
定
す
る
上
で
必
要
と
さ
れ
る
主
要
事

実
に
限
ら
れ
、
こ
れ
が
故
意
に
よ
り
記
載
さ
れ
た
と
い
う
た
め
に
は
、

通
知
人
が
真
実
と
異
な
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
と
い
う
に
止
ま
ら

ず
、
こ
れ
に
よ
り
、
保
険
会
社
が
事
故
原
因
の
調
査
、
損
害
て
ん
補

責
任
の
有
無
の
調
査
若
し
く
は
て
ん
補
額
を
確
定
す
る
に
つ
き
、
そ

の
妨
げ
と
な
る
こ
と
の
認
識
を
も
必
要
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　
こ
の
見
地
か
ら
、
本
件
に
か
か
る
A
の
事
故
通
知
（
前
記
「
事
故

状
況
コ
メ
ン
ト
」
）
を
み
る
と
、
右
事
故
状
況
コ
メ
ン
ト
は
前
記
の

と
お
り
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
捜
査
に
よ
り
判
明
し
、
起
訴
さ
れ
た

（
乙
四
）
事
故
の
内
容
と
は
、
事
故
の
発
端
、
損
害
発
生
の
経
路
、
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直
接
衝
突
か
、
B
車
を
介
し
て
の
衝
突
か
な
ど
、
原
因
及
び
因
果
の

経
過
を
根
本
的
に
異
に
す
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
乙
二
八
な
い
し
三
二
に
よ
れ
ば
、
捜
査
機
関
に
対
し
、
A
及
び
B

が
供
述
す
る
と
こ
ろ
は
、
夫
婦
喧
嘩
を
し
た
A
が
、
B
車
を
発
見
、

追
跡
す
る
う
ち
、
本
件
事
故
現
場
付
近
に
至
り
、
B
車
が
減
速
左
折

し
て
逃
が
れ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
へ
、
落
ち
た
タ
バ
コ
を
拾
お
う
と

し
て
前
方
不
注
視
と
な
っ
た
A
車
が
追
突
し
、
そ
の
弾
み
で
前
方
に

押
し
出
さ
れ
た
B
車
が
C
所
有
建
物
に
衝
突
し
た
と
い
う
も
の
で
あ

る
が
、
控
訴
人
が
保
険
事
故
に
該
当
す
る
か
否
か
を
判
別
す
る
た
め

に
は
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
が
真
実
で
あ
る
か
否
か
の
調
査
は
不
可
欠

で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
A
の
前
記
虚
偽
事
実
の
申
告
に
よ
り
、
A
車
の
追
突

を
受
け
た
か
否
か
を
判
断
す
る
上
で
重
要
な
B
車
が
、
警
察
の
調
査

を
受
け
る
こ
と
な
く
、
平
成
九
年
四
月
三
日
に
は
廃
車
と
さ
れ
て
し

ま
っ
た
た
め
（
乙
一
六
、
二
二
、
二
三
）
、
そ
の
後
の
捜
査
に
よ
り

通
知
が
虚
偽
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
は
、
後
に
A

ら
が
述
べ
た
事
故
の
態
様
が
真
実
で
あ
る
か
ど
う
か
が
解
明
で
き
な

い
結
果
と
な
っ
た
（
乙
二
一
、
三
八
）
。
す
な
わ
ち
、
警
察
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
A
車
の
前
部
バ
ン
パ
ー
左
側
の
へ
こ
み
と
、
B
車
と
同

型
の
車
両
の
右
後
部
バ
ン
パ
ー
部
分
と
は
符
合
す
る
よ
う
で
あ
る
が

（
乙
一
九
）
、
事
故
の
発
生
か
ら
警
察
へ
の
届
出
ま
で
三
時
間
以
上
を

経
過
し
て
い
る
こ
と
（
乙
八
に
よ
れ
ば
、
事
故
の
届
出
は
当
日
の
午

後
七
時
四
〇
分
で
あ
る
。
）
、
こ
の
間
A
は
保
険
代
理
店
の
タ
ッ
ク
ス

新
宮
の
社
長
に
電
話
を
し
、
そ
の
後
警
察
に
事
故
の
届
出
を
し
て
い

る
こ
と
（
乙
二
一
）
、
B
は
早
々
と
廃
車
を
決
意
し
、
そ
の
引
取
り

を
自
動
車
解
体
工
の
亀
井
に
求
め
て
い
る
こ
と
（
乙
二
三
）
な
ど
の

事
実
か
ら
す
れ
ば
、
A
が
B
に
指
示
し
或
い
は
B
と
意
を
通
じ
て
控

訴
人
の
代
理
店
に
対
し
事
故
の
通
知
を
す
る
に
際
し
何
ら
か
の
画
策

を
し
た
疑
い
は
否
定
で
き
な
い
し
、
A
と
B
が
内
縁
関
係
に
あ
る
こ

と
（
乙
二
八
）
に
よ
れ
ば
、
A
車
の
へ
こ
み
は
本
件
事
故
後
に
付
け

ら
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
諸
点
に
徴
す

れ
ば
、
本
件
事
故
が
B
車
単
独
に
よ
る
事
故
で
あ
る
の
に
た
ま
た
ま

A
車
に
保
険
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
C
へ
の
賠
償
を
A
の
保

険
金
に
よ
っ
て
償
う
べ
く
工
作
し
た
疑
い
を
完
全
に
払
拭
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　
更
に
は
、
追
突
を
受
け
た
後
の
B
車
の
走
行
経
路
、
B
車
の
後
部

損
壊
の
部
位
、
程
度
な
ど
A
車
の
追
突
事
実
の
有
無
、
A
の
追
突
が

過
失
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
、
B
に
全
く
責
任
は
な
か
っ
た
か
な
ど

の
調
査
も
不
可
欠
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
不
可
能
又
は
困
難

に
な
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
以
上
に
よ
れ
ば
、
A
の
通
知
内
容
は
、
控
訴
人
に
よ
る
事
故
発
生

の
事
情
、
損
害
て
ん
補
責
任
の
有
無
の
調
査
若
し
く
は
て
ん
補
額
の
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確
定
を
す
る
上
で
重
要
な
事
実
に
つ
き
真
実
と
異
な
る
ほ
か
、
B
車

の
早
期
廃
車
事
実
を
も
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
通
知
内
容
は
、
控
訴
人

に
よ
る
こ
れ
ら
の
調
査
を
妨
げ
る
目
的
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
当

然
に
推
認
さ
れ
る
か
ら
、
控
訴
人
は
、
約
款
一
五
条
四
項
に
基
づ
き

損
害
の
全
部
に
つ
き
て
ん
補
責
任
を
免
れ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
」

〔
研
　
究
〕

判
旨
賛
成

一
　
商
法
六
五
八
条
は
、
「
保
険
者
ノ
負
担
シ
タ
ル
危
険
ノ
発
生
二

因
リ
テ
損
害
力
生
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
保
険
契
約
者
又
ハ
被
保
険
者

力
其
損
害
ノ
生
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
遅
滞
ナ
ク
保
険
者

二
対
シ
テ
其
通
知
ヲ
発
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
、
保
険
事
故
発
生
の

通
知
義
務
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
本
条
の
趣
旨
は
、
保
険
契
約

者
又
は
被
保
険
者
に
対
し
て
損
害
発
生
の
通
知
義
務
を
課
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
保
険
者
が
こ
れ
に
応
じ
て
損
害
の
原
因
の
調
査
、
損
害
の

種
類
・
範
囲
の
確
定
、
損
害
防
止
な
ど
の
善
後
自
衛
の
措
置
を
得
さ

し
め
る
趣
旨
に
あ
る
と
さ
れ
る
（
大
森
忠
夫
『
保
険
法
』
（
昭
和
三

二
年
、
有
斐
閣
）
一
六
八
頁
）
。
し
か
し
、
本
条
に
は
通
知
義
務
違

反
の
効
果
に
つ
い
て
は
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は

本
条
文
の
趣
旨
お
よ
び
約
款
規
定
と
そ
の
解
釈
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ

る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
、
自
家
用
自
動
車
総
合
保
険
普
通
保
険
約

款
に
よ
れ
ば
、
そ
の
第
一
四
条
は
、
「
保
険
契
約
者
ま
た
は
被
保
険

者
は
、
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を
知
っ
た
場
合
は
、
次
の
こ
と
を
履

行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」
と
規
定
し
て
お
り
、
そ
の
二
号
事

由
と
し
て
「
事
故
発
生
の
日
時
、
場
所
お
よ
び
事
故
の
概
要
を
直
ち

に
当
会
社
に
通
知
す
る
こ
と
」
と
規
定
し
、
ま
た
、
第
一
五
条
四
項

は
、
「
保
険
契
約
者
ま
た
は
被
保
険
者
が
、
前
条
第
三
号
（
略
）
、
第

四
号
（
略
）
も
し
く
は
第
九
号
の
書
類
に
故
意
に
不
実
の
記
載
を
し
、

ま
た
は
そ
の
書
類
も
し
く
は
証
拠
を
偽
造
し
も
し
く
は
変
造
し
た
場

合
に
は
、
当
会
社
は
、
保
険
金
を
支
払
い
ま
せ
ん
。
」
と
規
定
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
保
険
事
故
内
容
の
不
実
通
知
に
よ
る
保
険
者
の
免
責

の
可
否
が
問
題
と
な
っ
た
本
事
案
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
約
款
規

定
の
解
釈
が
問
題
と
な
り
う
る
た
め
、
以
下
、
こ
の
点
を
中
心
に
検

討
を
加
え
る
。

二
　
保
険
事
故
の
通
知
義
務
が
問
題
と
な
っ
た
先
例
と
し
て
は
、
本

判
決
に
も
挙
げ
ら
れ
る
最
高
裁
昭
和
六
二
年
二
月
二
〇
日
判
決
（
民

集
第
四
一
巻
一
号
一
五
九
頁
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
約
款
の
い
わ
ゆ
る

六
〇
日
条
項
違
反
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
が
、
最
高
裁
は

「
右
事
故
通
知
義
務
は
保
険
契
約
上
の
債
務
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か

ら
、
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者
が
保
険
金
を
詐
取
し
又
は
保
険
者

の
事
故
発
生
の
事
情
の
調
査
、
損
害
て
ん
補
責
任
の
有
無
の
調
査
若
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し
く
は
て
ん
補
額
の
確
定
を
妨
げ
る
目
的
等
保
険
契
約
に
お
け
る
信

義
誠
実
の
原
則
上
許
さ
れ
な
い
目
的
の
も
と
に
事
故
通
知
を
し
な
か

つ
た
場
合
に
お
い
て
は
保
険
者
は
損
害
の
て
ん
補
責
任
を
免
れ
う
る

も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
保

険
者
が
前
記
の
期
間
内
に
事
故
通
知
を
受
け
な
か
つ
た
こ
と
に
よ
り

損
害
の
て
ん
補
責
任
を
免
れ
る
の
は
、
事
故
通
知
を
受
け
な
か
つ
た

こ
と
に
よ
り
損
害
を
被
つ
た
と
き
に
お
い
て
、
こ
れ
に
よ
り
取
得
す

る
損
害
賠
償
請
求
権
の
限
度
に
お
い
て
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、

前
記
一
四
条
も
か
か
る
趣
旨
を
定
め
た
規
定
に
と
ど
ま
る
も
の
と
解

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
と
判
示
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
保
険

事
故
の
通
知
義
務
は
、
あ
く
ま
で
保
険
契
約
上
の
債
務
で
あ
る
か
ら
、

原
則
と
し
て
そ
の
義
務
違
反
は
債
務
不
履
行
と
し
て
損
害
賠
償
の
対

象
と
な
る
の
み
で
あ
る
（
大
森
・
前
掲
書
一
六
八
頁
）
。
確
か
に
、

保
険
事
故
の
通
知
義
務
は
、
ー
契
約
の
当
事
者
と
は
な
ら
な
い
被

保
険
者
に
ま
で
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
　
　
通
常
の

債
務
と
な
ん
ら
異
な
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

一
律
に
義
務
違
反
を
免
責
と
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
原
則
と
し

て
債
務
不
履
行
（
民
法
四
一
五
条
）
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
が

発
生
し
、
こ
れ
の
限
度
に
お
い
て
保
険
者
は
保
険
金
支
払
義
務
を
免

れ
る
と
い
う
最
高
裁
の
態
度
は
正
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
換
言
す
れ

ば
、
昭
和
六
二
年
最
高
裁
判
決
は
、
保
険
約
款
で
保
険
者
免
責
と
定

め
ら
れ
て
い
て
も
必
ず
し
も
そ
の
と
お
り
の
効
果
が
認
め
ら
れ
る
と

は
限
ら
な
い
と
判
示
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
画
期
的
な
判
決
で
あ

る
と
い
え
よ
う
（
坂
口
光
男
「
事
故
発
生
通
知
義
務
と
約
款
規
定
」

『
商
法
（
保
険
・
海
商
）
判
例
百
選
（
第
二
版
）
』
三
四
頁
）
。

三
　
し
か
し
、
前
掲
の
最
高
裁
判
決
の
原
則
論
を
貫
け
ば
、
事
故
の

通
知
義
務
は
「
真
性
の
義
務
（
大
森
・
前
掲
書
一
六
八
頁
）
」
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
た
め
に
、
義
務
違
反
に
よ
っ
て
も
損
害
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
を
保
険
者
の
側
で
立
証
で
き
な
い
限
り
、
保
険
金
支
払
義

務
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
い
と
い
う
不
当
な
結
果
に
も
つ
な
が
り
か
ね

な
い
（
西
島
梅
治
『
保
険
法
（
第
三
版
）
』
（
平
成
一
〇
年
、
悠
々

社
）
二
二
頁
。
な
お
、
通
知
義
務
に
つ
い
て
は
、
竹
濱
修
「
事
故

発
生
の
通
知
義
務
等
の
違
反
効
果
に
つ
い
て
」
文
研
論
集
七
一
号
一

一
三
頁
以
下
参
照
）
。
そ
こ
で
、
昭
和
六
二
年
判
決
は
、
「
保
険
契
約

者
又
は
被
保
険
者
が
保
険
金
を
詐
取
し
又
は
保
険
者
の
事
故
発
生
の

事
情
の
調
査
、
損
害
て
ん
補
責
任
の
有
無
の
調
査
若
し
く
は
て
ん
補

額
の
確
定
を
妨
げ
る
目
的
等
保
険
契
約
に
お
け
る
信
義
誠
実
の
原
則

上
許
さ
れ
な
い
目
的
の
も
と
に
事
故
通
知
を
し
な
か
つ
た
場
合
に
お

い
て
は
保
険
者
は
損
害
の
て
ん
補
責
任
を
免
れ
う
る
」
と
判
示
し
て

い
る
。
こ
の
定
式
に
従
え
ば
、
事
故
発
生
の
通
知
義
務
違
反
に
関
し

て
は
、
「
保
険
金
詐
取
」
の
ケ
ー
ス
と
「
保
険
契
約
に
お
け
る
信
義
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誠
実
の
原
則
上
許
さ
れ
な
い
目
的
」
の
も
と
に
な
さ
れ
る
ケ
ー
ス
と

い
う
二
つ
の
類
型
に
当
て
は
ま
る
限
り
に
お
い
て
、
保
険
者
免
責
と

い
う
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
前
者
の
保
険
金
詐
取
の
ケ

ー
ス
に
あ
っ
て
は
、
実
際
に
は
発
生
し
て
い
な
い
事
故
に
つ
い
て
虚

偽
の
事
故
通
知
が
な
さ
れ
た
場
合
や
、
あ
る
い
は
故
意
の
事
故
招
致

の
場
合
が
代
表
的
だ
と
い
え
よ
う
が
、
こ
う
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

通
常
、
保
険
契
約
者
・
被
保
険
者
に
保
険
金
を
詐
取
す
る
意
図
ま
で

が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
件
は
、
事
故
の
通
知
内
容
が
当
初

と
食
い
違
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
B
車
の
早
期
廃
車
に
よ
っ
て
、
保
険

者
の
側
で
事
故
内
容
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う

ケ
ー
ス
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
件
は
保
険
事
故
発
生
に
対
し
て
向
け

ら
れ
た
保
険
契
約
者
・
被
保
険
者
の
故
意
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
保
険
事
故
発
生
後
の
不
実
の
事
故
通
知
に
向
け
ら
れ
た

故
意
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
本
判
決
は
、
ま
ず
「
不
実

の
対
象
は
、
事
故
の
日
時
、
場
所
、
被
害
者
の
住
所
氏
名
、
事
故
の

状
況
な
ど
の
う
ち
、
保
険
会
社
の
保
険
金
の
支
払
義
務
の
有
無
、
範

囲
、
程
度
を
調
査
、
確
定
す
る
上
で
必
要
と
さ
れ
る
主
要
事
実
に
限

ら
れ
」
る
と
し
て
、
不
実
の
対
象
と
な
る
事
項
に
限
定
を
加
え
る
。

こ
の
不
実
の
対
象
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
当
該
保
険
契
約
の
目

的
で
あ
る
保
険
金
額
の
算
定
の
基
準
事
項
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
が
、

す
べ
て
の
不
実
事
項
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の
限
定
を

加
え
る
こ
と
は
、
当
事
者
が
一
定
の
危
険
そ
の
も
の
を
契
約
の
目
的

と
し
て
い
る
保
険
契
約
に
あ
っ
て
は
当
然
の
要
請
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
と
い
う
の
も
、
判
旨
の
提
示
す
る
こ
れ
ら
の
事
項
は
、
当
該
責

任
保
険
契
約
が
担
保
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
発
生
・
不
発
生
お
よ

び
、
そ
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
て
ん
補
す
る
こ
と
が
本
保
険
契
約
の

内
容
た
り
う
る
か
を
確
定
す
る
上
で
必
要
と
な
る
主
要
な
事
項
だ
か

ら
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
上
で
「
こ
れ
が
故
意
に
よ
り
記
載
さ

れ
た
と
い
う
た
め
に
は
、
通
知
人
が
真
実
と
異
な
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
た
と
い
う
に
止
ま
ら
ず
、
こ
れ
に
よ
り
、
保
険
会
社
が
事
故
原

因
の
調
査
、
損
害
て
ん
補
責
任
の
有
無
の
調
査
若
し
く
は
て
ん
補
額

を
確
定
す
る
に
つ
き
、
そ
の
妨
げ
と
な
る
こ
と
の
認
識
を
も
必
要
と

す
る
」
と
二
重
認
識
ま
で
も
が
必
要
と
さ
れ
る
と
判
示
す
る
。
本
事

案
に
あ
っ
て
は
、
A
車
が
B
車
に
衝
突
し
て
、
そ
の
は
ず
み
で
B
車

が
C
所
有
の
建
物
等
に
衝
突
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
当
初
は
こ
れ
を
、

A
車
が
直
接
C
所
有
の
建
物
等
に
衝
突
し
た
と
し
て
お
り
、
ま
た
、

判
旨
に
よ
れ
ば
、
B
が
直
接
C
所
有
の
建
物
等
に
衝
突
し
、
そ
の
の

ち
に
A
車
が
B
車
に
衝
突
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
ま
で

も
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
前
者
の
「
通
知
人
が
真

実
と
異
な
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
」
と
い
う
要
件
に
は
該
当
す
る

で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
後
者
の
故
意
に
つ
い
て
も
、
B
車
の
早
期
廃

車
の
事
実
か
ら
、
保
険
者
が
事
故
発
生
の
経
緯
、
損
害
額
を
確
定
す
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る
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
要
件
も
満
た
す
こ

と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
判
旨
が
こ
れ
ら
の
二
重
の
認
識
ま
で
も
を
要

求
す
る
の
は
、
そ
の
効
果
が
免
責
と
い
う
非
常
に
強
い
効
果
で
あ
る

た
め
に
、
こ
の
効
果
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。四

　
本
件
で
は
、
C
に
対
し
て
共
済
金
を
支
払
っ
た
D
（
の
ち
に

X
）
は
、
A
に
対
す
る
求
償
金
請
求
訴
訟
に
よ
っ
て
、
利
息
を
含
め

た
判
決
を
得
て
い
る
。
本
件
に
お
い
て
も
当
事
者
は
求
償
金
請
求
訴

訟
の
結
果
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
か
、
Y
は
、
A
に
対
す
る
保
険

金
支
払
義
務
の
存
否
を
争
う
段
階
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
保
険
事
故

が
発
生
し
て
い
な
い
と
い
う
主
張
は
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
本
事

例
に
お
い
て
は
、
X
の
A
に
対
す
る
求
償
金
債
権
は
存
在
す
る
と
い

う
前
提
に
立
っ
て
争
わ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
Y
と
A
と
の
間
の

自
動
車
保
険
契
約
は
、
責
任
保
険
契
約
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
く
な

く
と
も
、
C
の
A
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
が
発
生
し
、
そ
う
し

て
C
に
代
位
し
て
求
償
権
を
取
得
し
た
X
は
、
こ
の
求
償
権
に
つ
い

て
判
決
を
得
て
い
る
以
上
、
Y
A
問
の
保
険
契
約
に
お
け
る
保
険
事

故
は
既
に
発
生
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
事
案
に

お
い
て
、
上
述
の
免
責
と
い
う
効
果
は
、
保
険
事
故
が
発
生
し
た
と

い
う
前
提
に
立
っ
た
上
で
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
保
険
者
が
保
険

金
を
支
払
わ
な
い
た
め
の
理
論
構
成
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
い
っ
た
ん
発
生
し
た
は
ず
の
保
険
金
請
求
権
が
、
保
険
者

の
一
定
の
所
為
に
基
づ
い
て
免
責
さ
れ
て
し
ま
う
根
拠
は
、
昭
和
六

二
年
の
最
高
裁
判
決
と
本
判
決
の
理
論
構
成
に
よ
れ
ば
、
「
保
険
契

約
に
お
け
る
信
義
誠
実
の
原
則
」
に
基
づ
く
こ
と
に
な
る
。

　
保
険
契
約
は
善
意
の
契
約
ま
た
は
最
大
善
意
の
契
約
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
古
く
か
ら
学
者
の
唱
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
野
津
務

『
新
保
険
契
約
法
論
』
（
昭
和
四
〇
年
、
中
央
大
学
生
協
出
版
局
）
七

八
頁
以
下
）
。
こ
の
こ
と
は
民
事
法
一
般
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
の
信

義
誠
実
の
原
則
（
民
法
一
条
二
項
）
と
同
様
に
、
あ
ら
ゆ
る
法
お
よ

び
準
則
に
お
い
て
見
ら
れ
る
と
は
い
っ
て
も
、
保
険
契
約
の
本
質
を

考
え
る
と
き
に
は
一
層
重
要
に
機
能
す
る
原
則
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、

こ
の
よ
う
な
「
保
険
契
約
に
お
け
る
信
義
誠
実
の
原
則
」
は
、
「
実

定
法
に
さ
だ
め
ら
る
る
抽
象
的
な
規
範
を
適
用
す
る
に
当
り
具
体
的

な
各
場
合
の
特
殊
性
に
当
て
は
ま
る
妥
当
な
結
果
を
得
ん
が
た
め
の

努
力
の
表
現
（
野
津
務
『
保
険
法
に
お
け
る
信
義
誠
実
の
原
則
』

（
昭
和
四
〇
年
、
中
央
大
学
生
協
出
版
局
）
三
五
頁
）
」
で
あ
り
、
そ

れ
は
い
か
な
る
範
囲
と
方
向
に
お
い
て
で
あ
っ
て
も
「
具
体
的
衡
平

の
原
則
（
即
冒
N
昼
α
R
ぎ
嘗
お
け
臼
ω
旨
要
Φ
ε
（
野
津
・
前
掲

『
信
義
誠
実
』
三
五
頁
）
」
の
実
現
を
要
求
す
る
規
範
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
通
常
の
契
約
に
お
い
て
見
ら
れ
る
信
義
誠
実
の
原
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則
も
、
契
約
当
事
者
間
の
具
体
的
衡
平
に
向
け
ら
れ
て
機
能
す
る
の

は
当
然
で
あ
る
と
こ
ろ
、
保
険
契
約
に
あ
っ
て
は
い
っ
そ
う
の
衡
平

が
要
求
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
一
方
に
お
い

て
保
険
契
約
が
他
の
契
約
と
は
異
な
っ
た
性
質
を
有
す
る
と
い
う
保

険
契
約
の
特
質
を
言
い
表
し
て
い
る
が
、
他
方
に
お
い
て
、
な
ぜ
保

険
契
約
だ
け
が
他
の
契
約
に
比
し
て
強
固
に
か
よ
う
な
原
則
が
作
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
説
明
に
つ
い
て
は
未
だ
明
確
さ

を
欠
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
当
事
者
の
衡
平
を
実
現
す
る
契
約
類

型
を
、
保
険
制
度
論
に
お
い
て
で
は
な
く
、
広
く
一
般
的
な
契
約
理

論
と
し
て
確
立
す
る
場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
原
則
を
保
険
契
約
が

射
倖
契
約
に
属
す
る
と
い
う
点
か
ら
導
き
出
す
こ
と
に
な
る
。
す
な

わ
ち
、
本
件
の
よ
う
に
保
険
契
約
者
、
被
保
険
者
に
対
し
て
信
義
誠

実
の
原
則
に
則
っ
た
形
で
保
険
事
故
の
通
知
を
す
る
と
い
う
要
請
は
、

保
険
契
約
が
射
倖
契
約
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
と
い
う
見
解
が
、
日

本
に
お
い
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
大
森
博
士
は
、

保
険
契
約
の
射
倖
契
約
性
を
説
明
す
る
に
あ
た
り
、
「
偶
然
に
よ
っ

て
事
を
決
す
べ
き
こ
と
を
本
質
と
す
る
射
倖
契
約
に
お
い
て
は
、
当

事
者
の
あ
る
種
の
行
態
に
よ
り
こ
の
本
質
に
反
す
る
結
果
を
生
ず
る

こ
と
を
抑
制
す
る
た
め
、
当
事
者
間
の
衡
平
な
い
し
信
義
誠
実
則
を

特
別
に
強
調
す
る
必
要
が
認
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
、
そ
の
一
例
と
し

て
商
法
六
五
八
条
を
提
示
す
る
（
大
森
・
前
掲
・
八
四
頁
）
。
た
し

か
に
、
偶
然
の
事
件
に
よ
っ
て
当
事
者
の
法
律
関
係
に
変
動
を
及
ぼ

す
射
倖
契
約
に
お
い
て
は
、
当
事
者
間
の
衡
平
と
い
う
こ
と
は
、

1
実
定
契
約
以
上
に
1
重
視
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の

も
、
射
倖
契
約
に
あ
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
当
事
者
が
不
知
の
将
来

の
出
来
事
に
つ
い
て
合
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
不
確
実
な
事
件

の
内
容
お
よ
び
事
件
の
発
生
・
不
発
生
の
結
末
に
関
し
て
は
、
当
事

者
の
衡
平
の
も
と
に
、
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

要
す
る
に
こ
う
し
た
当
事
者
間
の
衡
平
の
原
則
は
、
保
険
契
約
（
商

法
六
二
九
条
、
六
七
三
条
）
の
み
な
ら
ず
、
終
身
定
期
金
（
民
法
六

八
九
条
）
、
賭
博
、
先
物
取
引
、
を
は
じ
め
と
し
た
射
倖
契
約
一
般

に
認
め
ら
れ
る
法
的
性
質
な
の
で
あ
る
。

五
　
上
述
の
よ
う
に
、
保
険
契
約
は
射
倖
契
約
で
あ
る
と
い
う
視
点

か
ら
、
保
険
契
約
に
お
け
る
当
事
者
間
の
衡
平
を
強
調
す
る
見
解
は
、

近
年
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

フ
ラ
ン
ス
保
険
法
典
に
よ
れ
ば
、
r
＝
ω
山
に
お
い
て
、
被
保
険

者
・
保
険
者
の
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
四
号
は
、
「
保

険
者
の
責
任
を
発
生
さ
せ
る
性
質
を
有
す
る
す
べ
て
の
事
故
に
つ
い

て
、
そ
れ
を
知
っ
た
と
き
、
ま
た
遅
く
と
も
契
約
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
た
期
間
内
に
保
険
者
に
対
し
て
通
知
す
る
こ
と
。
こ
の
期
間
は
五
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営
業
日
よ
り
短
く
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
す
る
。
そ
う
し
て
、

こ
の
通
知
の
遅
滞
の
効
果
は
、
保
険
者
が
そ
の
通
知
の
遅
滞
に
よ
っ

て
損
害
を
被
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
と
き
の
み
、
被
保
険
者
に
対
抗

す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
四
項
）
と
規
定
し
て
い
る
た
め
に
、
フ

ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
制
定
法
の
か
た
ち
で
、
前
述
の
最
高
裁
昭
和
六

二
年
判
決
が
示
す
原
則
的
な
判
断
枠
組
み
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
条
文
の
法
的
性
質
に
関
し
、
保
険
契
約
を
特
徴
づ
け
る
最
も

重
要
な
法
的
性
質
の
ひ
と
つ
で
あ
る
射
倖
契
約
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
立
場
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

当
事
者
が
不
確
実
な
事
件
の
成
否
に
つ
い
て
合
意
を
し
て
い
る
射
倖

契
約
に
あ
っ
て
は
、
契
約
関
係
者
に
対
し
て
「
不
確
実
性
に
対
す
る

　
　
　
　
ヤ

平
等
性
（
国
鴇
一
一
泳
富
8
餅
8
簿
①
ぎ
o
①
益
9
号
）
」
が
必
要
と
さ
れ
、

こ
の
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
「
付
保
さ
れ
た
危
険

に
対
す
る
不
実
通
知
（
一
①
ω
貯
瘍
ω
窃
念
巳
貰
簿
δ
冨
α
⊆
ユ
呂
諾

鴉
寅
P
ε
」
で
あ
る
。
そ
う
し
て
射
倖
契
約
に
あ
っ
て
は
、
こ
う
し

た
不
確
実
性
に
つ
い
て
の
偶
然
性
（
一
、
巴
盆
）
が
契
約
の
要
素
と
な

り
う
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
不
確
実
性
に
対
し
て
当
事

者
の
い
ず
れ
か
に
衡
平
を
欠
い
た
場
合
に
は
、
本
来
は
合
意
の
綴
疵

（
q
昌
三
8
α
¢
8
器
窪
冨
日
窪
梓
）
を
基
礎
付
け
る
と
い
う
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

あ
る
　
（
＞
冨
ぎ
ω
国
Z
＞
ω
国
Z
θ
U
8
詳
O
貯
芦
い
8
8
旨
蚕
房

ω
審
9
き
図
9
邑
ω
魯
8
旨
∋
Φ
鼠
き
図
」
ひ
●
a
こ
一
8
P
昌
。
O
ミ
）
。

つ
ま
り
、
実
定
契
約
と
は
異
な
り
、
射
倖
契
約
に
あ
っ
て
は
、
当
事

者
が
知
ら
な
い
偶
然
の
事
件
の
成
否
に
互
い
の
具
体
的
な
債
権
・
債

務
の
発
生
・
消
滅
を
か
か
ら
し
め
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
契
約
構
造
の

特
徴
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
偶
然
性
（
一
、
巴
＄
）
と
い
う
こ

と
が
当
事
者
の
合
意
の
要
素
的
内
容
と
な
る
。
そ
う
し
て
、
当
事
者

の
不
知
の
内
容
に
関
し
て
の
実
現
の
成
否
と
い
う
も
の
は
、
す
く
な

く
と
も
契
約
当
初
に
あ
っ
て
は
、
当
事
者
に
は
理
解
で
き
な
い
と
こ

ろ
に
射
倖
契
約
と
し
て
の
特
徴
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
事
件
の
発
生
・

不
発
生
に
対
す
る
当
事
者
の
情
報
収
集
に
関
し
て
も
、
衡
平
が
必
要

と
さ
れ
、
こ
の
こ
と
は
偶
然
性
に
関
す
る
合
意
で
あ
る
射
倖
契
約
の

構
造
が
有
す
る
性
質
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
約
定
の
事

故
が
発
生
し
た
後
に
あ
っ
て
も
、
事
故
内
容
に
つ
い
て
の
調
査
は
当

事
者
双
方
の
衡
平
の
下
に
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
当
該
契
約
の
前

提
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
衡
平
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
前
述
の
よ

う
な
内
容
の
約
款
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
約
款

規
定
違
反
の
効
果
は
本
来
的
に
は
債
務
不
履
行
責
任
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
相
手
方
の
事
故
発
生
の
調
査
を
妨
害
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
当
事
者
が
偶
然
性
の
結
末
に
つ
い
て
知
り
え
な
く
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
当
事
者
が
合
意
し
た
偶
然
性

を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
意
味
で
、
保
険
契
約
を
一
例
と
す

る
射
倖
契
約
に
あ
っ
て
は
、
当
事
者
問
の
衡
平
な
い
し
信
義
誠
実
の
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原
則
は
、
通
常
の
契
約
に
比
べ
て
い
っ
そ
う
重
視
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
の
で
あ
る
。

六
　
本
判
決
は
、
最
高
裁
昭
和
六
二
年
判
決
を
前
提
と
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
判
示
さ
れ
る
「
保
険
契
約
に
お
け
る
信
義
誠
実
の
原
則
」

の
具
体
例
で
あ
り
、
保
険
事
故
の
不
実
通
知
に
よ
っ
て
保
険
者
が
免

責
を
受
け
る
た
め
の
要
件
の
提
示
と
そ
の
あ
て
は
め
を
行
っ
た
判
決

で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
て
い
ま
一
度
、
具
体

的
に
本
事
案
の
も
と
で
保
険
者
が
ど
の
よ
う
に
衡
平
を
害
さ
れ
て
い

る
の
か
を
検
討
す
る
と
、
以
下
の
通
り
に
な
る
。
ま
ず
、
本
件
に
お

い
て
は
、
当
初
の
事
故
通
知
と
は
内
容
が
異
な
っ
た
通
知
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
保
険
者
の
事
故
発

生
の
事
情
、
損
害
て
ん
補
責
任
の
有
無
の
調
査
若
し
く
は
て
ん
補
額

の
確
定
を
す
る
上
で
、
真
実
と
異
な
る
と
い
え
、
さ
ら
に
B
車
を
早

期
に
廃
車
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
保
険
者
の

当
該
事
故
調
査
を
妨
げ
て
い
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
事
案
の
も
と
で
は
、
本
来
当
事
者
が
有
す
る
べ
き
事

故
内
容
に
向
け
ら
れ
た
当
事
者
の
衡
平
な
状
態
は
、
保
険
契
約
者
に

よ
っ
て
破
ら
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
事
故

の
成
否
の
具
体
的
な
状
況
が
保
険
者
に
と
っ
て
確
認
で
き
な
い
以
上
、

当
事
者
の
合
意
の
基
礎
を
な
す
偶
然
性
は
欠
け
て
し
ま
い
、
こ
の
結

果
、
保
険
者
は
免
責
さ
れ
る
こ
と
な
る
。

　
以
上
の
検
討
か
ら
、
本
件
判
旨
に
賛
成
す
る
。

西
原
　
慎
治
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